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１．これまでの公共施設配置適正化の取組① 

公共施設を取り巻く課題 

◎公共施設の老朽化の進行、修繕・更新費用の不足 
  ➡厳しい財政状況が続く中、公共施設すべてについて、修繕・更新を担う財   
      源の確保は極めて困難な状況 
 

◎総務省からの「公共施設等総合管理計画」の策定要請 
   ➡中長期的な視点をもって、公共施設の効率的・効果的な配置を行うことで、 
      持続可能な施設運営を実現させることが必要 

公共施設配置適正化基本計画の策定 

課題解決に向けて、今後の取り組み方針や数値目標及び施設種別ごとの方向性を示し
た「明石市公共施設配置適正化基本計画」を平成27年３月に策定 
 

【主な内容】 ・公共施設全体の基本方針 
          ・数値目標（施設総量を40年間で30％減、20年間で15％減） 
              ・施設種別ごとの方向性 

基本計画に基づき、個別施設の具体的な取組内容やスケジュール等を定める 
「明石市公共施設配置適正化実行計画」を、平成28年度中に策定する。 
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１．これまでの公共施設配置適正化の取組② 

時期 内容 

H24.4 財政健全化室を設置 

H25.6 
市議会との協議の場として「明石市財政健全化推進協議会」を設置 
（開催実績：H25 ８回、H26  ４回 ） 

H25.8 公共施設のあり方検討の基礎資料として、「明石市公共施設白書」を策定 

H26.2 施設所管部等の次長級職員で構成する「明石市施設配置適正化検討会議」を設置 
（開催実績：H25  ２回、H26  １２回 ） 

H26.6 
市民参画のもとに推進するため、「明石市財政健全化推進市民会議」を設置 
（開催実績：H26  ６回 ） 

H26.10 市民との意見交換会を開催（市内４箇所 ７３名参加） 

H27.2 
～H27.3 

「明石市公共施設配置適正化基本計画（案）」についてのパブリックコメントを実施 
（４名から１３件の意見）  

H27.3 「明石市公共施設配置適正化基本計画（平成27年度～平成36年度）」を策定 

H27.7 「明石市公共施設配置適正化に関する有識者会議」を設置 

【その他】 
H26.8 第７回兵庫ファシリティマネジメント会議（県下自治体で持ち回り開催）を開催 
（H24.7 伊丹市、H25.5 川西市で開催） 

庁内検討組織
を立ち上げ 

基本方針や数
値目標を決定 
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２．有識者会議の設置 

施設のあり方について、市内部だけで考えるのではなく、外部の客観的・専門的な見地
から意見を受けて検討を進めることで、より公平で、効果的な施設配置適正化の推進
を図るため、有識者会議を設置する。 

「明石市公共施設配置適正化実行計画」を策定（平成28年度中） 

有識者会議からの提言書・助言、それらを踏まえた 
市民や市議会との意見交換、協議に基づき、 

実行計画の策定に向けて市から提示する、施設のあり方検討についての考え
方や個別施設の取組手法等に対する提言書の作成及び助言 
 

【いただきたい提言書及び助言の内容】 
 

市の人口動態や財政状況、施設の状況、他自治体の取組事例を踏まえ、 
 

① 施設の必要性、市が提供すべき施設の数や規模の適正化に関する 
  考え方について 
② 実行計画の枠組みや数値目標について 
③ 適正化に関する考え方を踏まえた個別施設の取組手法について 

役 
 

割 

設置目的 



                          ≪庁内≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪市民・市議会≫ 
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３．推進体制 

公共施設配置適正化検討会議   
  

（平成26年2月発足）   
 

委員：施設所管部等の次長級職員等 
   

・公共施設配置適正化にかかる事項の協議、調整 
・取組手法、実行計画の作成 
・調整部会・検討部会の協議、結果の取りまとめ  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公共施設配置適正化検討会議  
調整部会・検討部会    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

財政健全化推進市民会議 
  

（平成26年6月発足）   
 

委員：学識経験者2名、関係団 
   体代表4名、公募市民4名 
   

・財政健全化および公共施設  
  配置適正化の取組に関する 
  協議、意見交換 

財政健全化推進協議会 
  

（平成25年6月発足）   
 

委員：市議会副議長・各会派 
    代表6名、理事者7名 
   

・財政健全化および公共施設  
  配置適正化の取組に関する 
  協議、意見交換 

調整部会 
(政策・総務・財務部次長等) 

 

・検討会議での協議事項の事前調整 
・個別施設のあり方検討の調整 
・実行計画素案の検討、作成 

検討部会 
(関連施設の所管部次長等) 

 

・先行検討施設の課題整理、あり方検討 
・具体的な取組手法、スケジュールの検討 

市民意見の聴取 
   

手法：意見交換会、 
    パブリックコメント 等 
 

・施設の利用状況、 
 今後のあり方など 

 
 

≪市長≫ 
 

計画・手法実施の意思決定 

報告 指示 

施設所管課 
 

・検討資料の作成、取組手法の検討、情報提供 

公共施設配置適正化に係る 
庁内意識共有    

 

・研修、説明会の実施 
  平成26年度 
   ○公共施設配置適正化について（講演） 
      講師：秦野市職員 
      対象：副市長、部長～課長級職員 
   ○財政健全化の取組に関する職員研修 
      対象：係長以下職員 
   ○新人職員への研修 

意見 

説明 

 
 
 

≪外部有識者≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公共施設配置適正化に関する 
有識者会議  

  

（平成27年7月発足）   
 

委員：学識経験者3名、 
    専門機関職員1名 
   

・公共施設配置適正化の取組、実行計   
  画の枠組みや数値目標、各施設の 
  取組手法等への提言、助言 

説明 

提言 
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４．庁内検討組織と有識者会議との関係 

●施設のあり方、実行計画の枠組み、数値目標等について検討、協議を行い、 
  市内部案として取りまとめ、有識者会議に提示する。 
 

●有識者会議での協議結果や提言書を踏まえ、個別施設の取組手法等をまとめ、 
   実行計画（市内部案）として作成する。 
 

●市民や市議会との意見交換と並行して、有識者会議からの助言を求める。 
 

●意見交換結果、有識者会議からの助言を踏まえ、実行計画を取りまとめる。 

施設配置適正化検討会議（検討会議） 

●提示された市内部案（施設のあり方、実行計画の枠組み、数値目標等）について、 
  協議を行う。協議結果を取りまとめて、提言書として市に提出する。 
  

●提言書を踏まえ作成された実行計画（市内部案）について、助言を行う。 

公共施設配置適正化に関する有識者会議（有識者会議） 

① 
② 

①施設のあり方検討の考え方や、 
  実行計画について、市内部案の提示 

②提示された市内部案に対する 
   客観的・専門的な提言、助言 
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５．実行計画策定までのスケジュール 

時 期 内 容 

H27.7～H27.12 
・庁内検討会議：個別施設のあり方などについて検討 
 

・有識者会議：個別施設のあり方などについて協議 

H27.10～H27.12 ・推進協議会及び市民会議：個別施設のあり方などについて意見交換 

H27.12 ・有識者会議からの意見をまとめた提言書を受領 

H28.1～H28.6 ・推進協議会及び市民会議：有識者会議からの提言書等をもとに協議 

H28.4～H28.6 
・「公共施設配置適正化実行計画(素案)」 を作成 
 

・有識者会議：実行計画（素案）への助言 

H28.7～H28.12 

・推進協議会及び市民会議：「公共施設配置適正化実行計画(素案)」 
  について協議 
 

・「公共施設配置適正化実行計画(案)」を作成 
 

・有識者会議：実行計画（案）への助言 

H28.11～H28.12 ・「公共施設配置適正化実行計画(案)」のパブリックコメントを実施 

H29.3 ・「公共施設配置適正化実行計画」を策定 

※会議名称については、下記のとおり省略して記載 
 

   公共施設配置適正化検討会議          ⇒ 庁内検討会議 
 

   公共施設配置適正化に関する有識者会議    ⇒ 有識者会議 
 

   財政健全化推進協議会               ⇒ 推進協議会 
 

   財政健全化推進市民会議             ⇒ 市民会議 
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６．有識者会議のスケジュール 

時 期 会議 協議内容 協議のポイント 

平
成
27

年
度 

Ｈ27.7 第１回 
・今後の進め方について 
・実行計画の構成について 
・あり方検討の考え方について 

◆今後の進め方に関する協議 
 

◆施設のあり方、取組手法に関する 
 統一的な基準の検討 

Ｈ27.8 第２回 
・あり方検討の考え方について 
・個別施設の取組手法について ◆実行計画の対象施設のうち、 

   既に課題が明らかになっている施設、  
   面積の大きい施設を優先して協議 
 

◆サービス提供への行政関与の必要性、 
 行政が提供するサービス量の検討 

Ｈ27.10 第３回 

・個別施設の取組手法について 

Ｈ27.11 第４回 

Ｈ27.12 第５回 ・提言書の取りまとめ 
◆第１回～第４回の協議内容を踏まえた    
   提言書の取りまとめ 

平
成
28

年
度 

Ｈ28.4～ 
Ｈ28.6 

適宜 

・実行計画（素案）について 
◆市内部で作成する計画素案に対する 
   客観的・専門的見地からの指導・助言 

Ｈ28.7～ 
Ｈ28.12 

・実行計画（案）について 
・意見交換会の結果について 

◆市内部で作成する計画案に対する 
 客観的・専門的見地からの指導・助言 


